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気候変動 洪水流量増大

伝統知
自然再生

防災の視点強調
⇩

地域の豊かさが
損なわれる

ダム・堤防だけでは
守れない

流域治水
（CabA,Eco-DRR,NFM)

国土の改変

流域全体での流出抑
制⇒国土のありか方

の再編

国土変貌によって増える洪水



• 本来治水＝リスク低減＋恵み最大化

• 持続的な社会⇒治水投資が単に洪水防御のみを目的とせず⇒環境，社会，
経済などへの多様な波及効果



国土交通省（2020）

河川，下水道等の管理者が主体となって行う従来の治水対策に加
え，集水域と河川区域のみならず，氾濫域も含めて一つの流域と
して捉え，その河川の流域全体のあらゆる関係者がさらに協働し
て流域全体で水害を軽減させる治水対策

①氾濫水を減らす（粘り強い堤防，土地利用規制，水防など）

②流水をためる（既存ダムの有効活用，霞堤など遊水機能の強化・保全
など）

③雨水を流域のあらゆる場所でためる（都市部内水対策，水田，ため池
の利用など



世界で水害が発生、各国でいろいろな取り組みが始まっている、流れは「自然に基づいた解決策」
NBS（nature based solution)の一つの集水域アプローチ（流域治水）、イギリスの Natural 

Flood Managementをベンチマークの一つとしている。

従来の治水 緑の流域治水のイメージと重なる

リスクマネジメント リスク＋持続的で豊かな地域
（SDGｓ）のマネジメント

CbA：Catchment based approach 集水域ベースのアプローチ⇒流域治水



スコットランドで実装
研究が始まっている 源流の排水管理

漏水型障壁

斜面横断型樹林地

集水域の樹林地

水の通り道の管理

河畔林

氾濫原及び氾濫
原湿地の再生

土壌や土地の管理

土壌や土地の管理

河川から離れた貯
水エリア

河川の再生

氾濫原樹林地

塩生湿地、泥干
潟の復元管理

海岸砂丘の管理

養浜

塩生湿地、泥干
潟の復元管理

ガイドライン
土地所有者
農業従事者用

環境省

NFMの方法

農業従事者用

Cumbria Strategic Flood 
Partnership
Catchment Based 

Approach Partnerships.

日本（アジア）は多雨、
森林、水田、都市化な
どの状況が大きく異な
る

基本手法
1. 貯留
2. 遅く流す（粗度を増加させる）
3. 浸透と蒸発散の増加
4. 支流のピークを一緒にしない



流出抑制技術

氾濫流コントロール技術

山地 渓流

平地河川水田、用排水路

道路 グランド、
公園

土壌

氾濫地域の限定

氾濫流の流速低減

氾濫域の水深低減

モデル小流域を対象とした手法開発

  堤
 堤

氾濫流

氾濫流

 堤
河川

 堤

 堤

  堤

   

 堤

建築地

土地利用コントロール技術

耐水建築 土地利用規制誘導策

ゆっくり流す
貯留する
浸透させる
蒸発散を増やす

河川技術から流域技術へ

土、洪水波形



山地 ・斜面崩壊の確率を下げる
・降雨遮断を減らさない
・土壌を確保する
・水を早く流さない

・鹿害を防ぐ
・皆伐しない
・架線集材
・枝葉を山に残す
・土壌を回復させる
・水の処理
・山地渓流の再自然化

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/kikai/attach/pd
f/jigyo-3.pdf



山地渓流の復旧
粗度を小さくしない（巨石の存置、蛇行、
step&pool)、川幅を広げる、

浸透域を拡大



平地

・

・流出抑制技術
・湿地再生
・農地
・道路
・グランド、公園
・駐車場
・家、公共施設

・氾濫流コントロール技術
・水害防備林
・二線堤、横堤、輪中堤

・ソフト技術：土地利用コントロール
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都市ビジョンを支える基本コンセプト

都市の土壌と緑の回復（水循環の回復）



３．プロトタイプ的実装 12

福岡（花崗岩）
20mm/hr

東京（関東ローム）
140mm/hr

砕石層

基盤層 基盤層

土壌層
（腐葉土）

間隙率
（5号単粒度）

40％

間隙率
40％

間隙貯留

浸透

オンサイト 流出抑制施設の流出抑制計算手法

降雨降雨

流出表面貯留



農地の流出抑制

• 水田

• ハウス

• 畑地

• 農業用水路



田んぼダム
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例えば、雨庭

•樋をカットして、庭に導き洪水抑制をする

浸透能が鍵となる。

現地での浸透能調査（33mm/h 締め固められているので小さい）

熊本県立大学で試みる



樋当たり屋根
面積177㎡



体育館

A

B

A
B

県立大学の雨庭

178㎡の屋根に対して、21
㎡の雨庭で球磨川洪水時
の人吉の降雨時の豪雨を
約70%カットできます。

浸
透
ト
レ
ン
チ

雨庭

75㎥

63㎥

23㎥

13㎥

6㎥



浸透試験

ディスク試験

ダブルリング
雨庭建設中
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全体の
流出率30％

６時から１０時の
豪雨時
流出率58％

浸透量 100mm/h



結果｜堤防のみの場合
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再現計算結果 堤防のみの場合



大河川において国土変貌が流出にどのような影響を与え
ているのかはまだ明らかにされていないが、流出を抑制
する方向にはいっていないことは確か。

ゆっくり流す
貯留する
浸透させる
蒸発散を増やす

早く流す
貯留⇒場所による
浸透させる⇒浸透量減る
蒸発散を増やす⇒山以外は減っている

現状 将来



国土再編


